
業 務　　報

昭和　3　8.銘度

滋賀県立機械金属工業指導所

.･･-～-I-･-I-I･I～II･J･1-∫-･-･1　t



C'　　　'　　C:)
l

＼　宗一

は　　し　　が　　き

壇近､滋賀県下の工菜打名神高速道路.東海道新帝接の完成や揖極的な工

場誘置政策によって急激L,-L発展しつつある.すでに約2 O O工昭か琵琶軌東

都や融糾こ渥ftiしている｡それらは主として郡紙金属.竃撞.括経机伴が多

いo在英a)砥棒金施工芽.二としてql-.彦′倶地区に鋲録パ,レプの集約的な生〆:JJJ4

才･'り､全国的にその名を知られているoまた進出工場C)増加によって.いろ

いろの聞鎧点も生じてきているoすなわち､系列化U津,.i題.在来工場の技術

向上. :jtl''如近代化および従業員,n採用薙たと凶悪な問題が拡かってきているo

当所L,T.これら詣企尖に対する指導として､材質試験､分析および特殊加

工J)指毒など行なっているか.県IFの了:崇=の進展および当所町設備の拡充と

ともに､菜霜も決別こ変化するきざしをしめしている｡とくに､工数a-)進展

による公害間亀･:rJ今后なはざりにHi菓たいもU)であろう｡

ここに.昭和3 Ltt年度の染鮎をまとめて報告するo

県立機械金属T_蓑指導所長

立　　花　　総　一　郎
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1沿　　革

耶和　2　ユ年　　4月

昭和2　3年　　7月

昭和PJ r7年　　4月

既設磯繊工業襲成所施設を引続き長浜市に県立

長浜=弟試鹸場を設置､機柵部､枝稚部の2部

門を閲く｡

木工部門を増設し､ 3f･.li:Plとなす

機構改革に伴い秤維部門を分離し名称を滋賀県

立機敏念頭工長持東研に改称す,

楢弓和.Ji 4年　4月)　太指萄所の整備計画並びに彦根iTTえの移転と庁

舎の新築を決定(彦壬かh一同町)

ufi和3　5年1 0月)　庁舎新築=室､ i-at箪分析設備C7)設指を完了し1

0月29日竣工式を-IIIt行､向J'弓より新庁舎にお

いて業績を開始す

毎号靴:-1, 7年　3 ,f])別館(棉玩:境線加工､勲,叛!一再眉:LTrL:j二塁､ノ

グポーラ嚢､その他射光Ljl_ )昭宰竣工_,

2, Lr　　賢

露訳市矧町52番地　　　　T三L(彦尉) 23己5

~軒勘弓綬章照鮮つより萄方　　Zkが

近江鉄道(私蛮)彦頗臼く駅決り田方0, i 5･E:,･4

3輯　　模

3.ユ　土　　　地

3.2　建　　　物

木　組

別　館

その他

様　　　式;

4岩鼻員　数

3.3　9　8.0　97712

9　2　8.4 1m2

54　3･09ゼ

330.60†㌔

5　4.7　2m2

鉄筋コ/クリート箱適ブロック平屋
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長所

一指童1糸

磯檎部--材料試験･非破壊試軌機械加=研究

部　部金　字冶　化

･-虻甘｣ ジグポーラー

-熱処琴､鋳払砂､冶金

--化学分析､磯器分析､油脂分析､公害分

析､.発光分析

6業務内容

県下機械金属工業の技術の向上と業界振興のため次の業務を行なう｡

(1沖小桜械金属=執こ対する技術の実地指軌こ関すること｡

(2)機械金屑の/i-W=技術の試験研究に関すること｡

(3懐晶ならびにその原料および資材の試牌分析および鑑雇に関するこ

と｡

(4機械器具の試作､改良および修壁に朗することo

(5)備付也繊恕異の援用に関すること0

7主要設備機械器具

ロ
ロロ

電子管式万能材料試演観

シャルピー衝撃試験故

ブリ　ネ　ル硬度計

5/ヨ　7　-顧　度　計

豆　腐　麗　東　武陶磁
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名

ル　炉

化　　炉

釣　物　砂　試　用　禄

万能棲量定量分析装置

自記ポー　ラ　ロ　グ　ラ　フ

分　光　分　析　装　置

=　　具　　現　　微　　串

粗　面　　線　度　　計

ァムスラー型万熊材料試,:#鮮

ァィ　ゾツト■衝撃試庚棋

ロ　ック　ウ　ェ　ル硬度計

ピ　ッ　カ　ー　ス確度計

｣ヒム:

疲　万

金 属

栄

･鉛
顕

試　戒 碩　　f;I_I.Ll'.

磨節片読

高周波連続移動焼入装~置

テ　　y:　パ　　ー　炉

焼　入　性　試　　験　機

ロータップ試　韓用定時節器

断　　熱　　熱　　量　　計

ガ　ス　分　析　装　置

_p H　メ　　　　　　　タ　　-

鉄輔車のC S定量分析装着

7･ロ　ッ　ク　ゲ　ー　ジ

冊　　射　刺　　激　　計

ソ　ルト　バス　電　気　炉

格
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10業　務　の　概　要

活発なる工場前敦は本県軽業をI大きく塗('3着えようとしておt)船い機械

金岡1二第の進展灯目覚しいものがあるo Lかし乍ら更にその顔輿発展を

考え;:一時既存中小持械金拭業者FJ技術水準の低さが目につき,振卵施策

詰行Lrf=めには､そU.レベルアップこそ必欝.73宴窯であるo従って本年

度は特CCL精密加工技術の指導陣制の峯於を窮1とし中小企弟庁上り技

術指婁凝補助金,又自転fEE凍輿会より一自転賓等概観工業振興串葉虫補助

金を得てSjグポーラ室､特殊加=聞及研究壷にそれぞれの墳軸を設帯し

その確執こ当っている｡

試毎晩養毛羊ついて､バルブコックの品質向上､資材等の管理のため､封

和式政,材料分析の依頼が増加し､又その穐頬もs u三∴･ SC rJi ･3C.S

等と多様になって来たので迅速且つ正確に処卑すべく化学分析を,LT,露語分

析に換える等の処置菅挿じ人員の不足をカバーし染界の要望に応じてい

る｡

研究僻や年度に引続き最乾裁量等の勲処-i-4控掛野死のうち掛こ｢ステン
-5-･



レス釦望化につLt.ての研究j･を行い技術講習会鯛催しその成果を公

表するとともに技術指葛を行って生産に役立たしめている｡実地指導展

示会､講習会を痛棒効果的に開燈し､技術の向上を図｡更に菜界の実態

を把迩するため本年は鈴造=壇/7)アンケート調査を行った｡

その他としては公害兼備の伊吹村のセメント降下煤蜜量の測定を前年度

に引続き行った｡

11業　務　実　績

1 1･1　指　導　事　項

11.1.1巡　回　指　導

鋳物砂の管男酌こついて

熔解淀度と鋳込涼度について

計漸器の取扱いと菅馴こついて

工作擬掠補修改善指導

11･1･2　実　地　指　毒,I

○造　型　方　案

C材　料　配　合

o冶月の設計について

oSUS27の研削に過した

砥石の碑訳

o軸材の詞質について

11･1･3　技　術　相　談

o鋳物砂の配合

〇バイトの刃物角クリアランス等

について

o加　工　工　程

｡工具管軌こついて

o照明法について

さステンレス鋼の表面酎ヒについてo鏡面仕上について

戦擾据付について　　　o軌逃哩部品の仕上代について

Cゲージの温度補正について　o鋪隣の製造について

増産:'クラッチの改善についてo青銅鋳物の脱執こついて

o車扱鋳鉄の椿軌こついて　しバ′レブの稿造改善について

oバルブシートの研削こついてo=作麗松の三相臓酎こついて

o鋳頻の耐蝕性について

o遥接管矧こついて

-6-
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ll,2　　講習会および見学会

包別･　　　　講　　　　習
L - --~~ ~~~L1-~二~-~~"~Lt｢二-:. ~-~M L-

)講　　　師､､l　題　　目

5. 8レ〈ルブ用バツキ

2｢6～8ゥー
6

~4　-.｣ei肌

′りレカパッキン工

表芸芙芸蒜諾KeKI賢fAK孟
ノ　　　　　　　　一｣.■1.日_　　　lノ

It.画事

平て

ついて

7,20研削加工と

研削につい
ll,ll:孔くり作嘉とポ

ル削｣_I_甥

3111

3

ハJ
3

盤
-rjTf工技術

H口又吉外1名

E岡本刀屠三振K K技師

≡宝宇

京寿道外1名

洋綿花KK

田源太郎外1名

振府立工縫奨励食拡

9周智加工技術講PL原虫簡工業KK佐肇｡ 5

層会　　　　　製造部寅外1名

319鋳造法と鞍処電場を会商工芸F-K, 4 6

廃幣　　　　=額生鎮定外1名
_　　一　一T　　　- - --　　　--一一-一一一一-一　一一一一I　一一　一　一一----一･▼･･一一･一一一一･一一---1一一　-

ll,3　　授　璃持　碁　件　数

技　術　指　4:::内　容

依頼試東検定検査

詞　豪　加　工　試作

鋲　物　抄　訳　粛

講習会､研修会　等

技　術　員　嚢　成

そ　　の　他

富山県工業団地

件　数圭　技術指i;･1'内琴件
-~~-~~-~--｣ ~-~~一一~I--I~~I ~ ---有半ST2-

･)3,865 ,ir依　　頼　　分　　　　　.

29ぎ座像鏡組織写真その他　　18
I

テ互匪=空[=吾相　　談…　　262

7　日　展　　　　不　　　　-J=I　　　　3

15人i事　実　地　巡　回　指　章　　　　72巨

計

ll,4　　　研　　　究

H13C,系ステンレス鏑の高周波焼入　　　河崎　　勲

辻　　久男

竃二六　四郎

(1)研究　目　的

-7-

中山　勝之

樋口　英司



ほほほⅦ　　　　　　-

t醐羅紗針-　　J I r■■頂比勺L和, <･.,
/り

(ノ

.1l
ヽhV

＼より
才　○

It hす

l　　　▲-
1　　′し

･･右肯ん,t}--･工こノ-) ,H- ･･,;,･E一･ ･･-I1-:･工: , ･Ul)･J/r:･人乳内航二j11-tl･.:I;:こ:L｣

するIr.巧さHT,-く寺.1っ　こてい..≡,;_7t:I-lp二二･L･･ ･,-i-三上こついては禾･･-111･=.;jHrh,鋸舶i茅(今

F'･:LJ-)･ 1--i---と::れて.･･ t翫　1 1･j C r薫スナンレポIJ.IE･-摘[.1･-,i-:増大を行

目-i'立照合fi畑こ:-I.tLてべ-ユリトゴ--･-トは-雛蘭こ見られ

他方･･:.･';人工･:'泌-)ニ`rJIC ･:)この工EJつ育て-急冷を行うことにより生ずる内

I;:･･:･.･Itこ力射三t･'=ノ＼七ここと･).;--;.圭引-しる甲高苛語末酢鹿入撲蛋百勘ltの上
ち

;r七･:;fI人･+;.I:/I:'itL巧3'=嵩高として胴ほれているかこれを13rlr系ステン

レス}ruH.二号湖して柳如J弄う東i:1･亨ろために以下`′撲.食を行った.,

(2)甘=～;it･;方法蓑-ひに-'k I Lil.I.:'揖こ

姥僻描L･'･Tt,:･端は虹,勅紬･三il･藍-,,,.-瑞班揖器にて解し,そ,,つ周柵

は約3 0｣二･-1でも呑o雄藩出卦1 5樟堀難招け3･4･5･1-0沖で各々番

ミ･..,'､_T.∴.h心".. _　__､　_　ー_1　_　Llチ摘沃によった､針こユ5両紗那糊駕鮎こついてiiOl､〔人Sulil.JGO琉

a)各滝Jii-･に頼用鋸相田､甜TLJ ･";,Iq･入輯怒りうものと比較を行ったc

(_i)観･1-･

i O秒′･一昭L); .･;･L'et-{;:･･nレ,･L･3ほら一律損描t′二かなL_照射,そ.,/i,結

き[士:い.T,I-～(上に.父,(てい右二･iて･t=:tして5 -号lr,-･鼎′･).L･7.1･た如約

2 ･T･:1T･.=!ノi･で禿ノ:)C畑絹JT･･:･は雪l:,;-1･榊軌竃rj:･上;+s t･･こ吊盲とfrそC.

軽亮に･{る薄云庵下./よ墓碑;八に如{る･i-りも焼塩,,,:7=.･･･で‡四･日･ i･l 7-

の藻軌こよっても簸甘rぅ-下:,.h託.!められた一,

田)挿　び､隼　票　刀

加無毒調う培孜と共Lこ1･;i.I,長力vT項.･];j･I土著しくJLるQこれに玩して伸び

は寓･jJ L I;-it:･に1..月拍;;･-L:tl=魚て悠勘紬締り桂子を室Lた｡境配慮

掛こついては也の師)巧合と射打)煩何を:I-てTo

Hl･Lk' ･J-i ･..i .三

加勲酎押増加こ碓って鋸南絵は急傾斜とな｡ lA一回転榔こて高荷重

となるが1 0 ㌦di;l｣二',欄如掛こては勧紬を恥て2 0E･ig/W`J■■

L;i下となった0線如弟射ま高揚軌こ苦るしそ6 Ct 0 Cにては軒勉哩○

前の凍翻摘･:よりも右痕となつ/+=o

(r蘭敢　繋兄事

∴~丁と22については摂翫･rl･佐倉-可のときに鋸っれろと固執こ全体

-･8-

焼人のコルチンサイト維軌とならずパーライトゴーストが見られる｡

煉炭効果は低温側にては組織上の変化は全然見られないが高温側にては

点在する.焼入マルチンサイト組織が焼房ソJt'バイト組織となっている

(3億　嘗

本葉横結果を要約すると次の通りpであるも

(Al13cr系ステンレス鞠の高周改券面焼人による最高硬度は全件坂入のそ
ー　れよりも50･†70HV高値を示す｡

(f9 13Cr系ス声yt,Lス鋼は他の炭素鋼低合銅に比して虎入線化髄がナなる

ため､表面幾人を昏的とする高周波焼大略於でも砲座哩が大とたり内

部房の増加を助長する｡しかしこ.のとき生じた内部応72泰時一後に焼房

を行うことにより除去することが出来逆に疲労強度の向上に資すること

が出来島｡ 4　　二を

(cl椀辞効果は特に疲労強度梅顕著に現れ顕鞍革紐噂にて卑出されたパーラ

イトゴふス†の境界効果及び内部に実在するコ/レデシサイトの焼戻ソル

バイト化する根掩改善の効果が大なる膨智を及ぼすものと推察される｡

18C螺18-8cr-Ni系ステンレス節の窒化

(1)研　究　目　的

フェライト系18C r康やステイト宗18-8c ㍗-Niステンレス矧{

免官の熱勉掛邑よる硬化が不能なraため窒化勉嘩柊去る表面如化を行うこ

とが適例である｡近年tTfia忙よるカス窒化が処毎時頓の韓きに亘るを忌避

して育化物による歓窒化法が広範に行われ窒化科の他銑鉄､工具鈍等に利

用の報告を散見するが青化物処勤ま蔭韓を伴うため同時書写耐鱒陸を要求さ
㌔ -1水滴:凍衰範tt長軸への応用は疑問視される｡奉賛淡晦ては比較的低温( 4

帥机を寮脚発?.,I,卵ぜC )処琴の卦ヒによる寒帯剛ヒ層を得るためNfi 3気
i

9線中三抵瑠減軽h牽加熱を行い敵虞疲労感虚,耐帯耗性等を鏑べた｡

(2)実技方蕗並びに乗演舞呆

窒化炉は200xl50×550甲の加料融を有する繭軒銅盤レトルトLt)申滴実

は炉である.1享締掬は帝涙のこて,TLC524･EUS27である｡ Nヨ3は市顕のボン

ベ入りのものを脱JJ(し使用したo　炉内温度は電子管平衡装優により自動的

に+2 Cの姫鮎に爵繊される｡

各試故片とも加熱幽始後窒化温,,,-i･に到塵したのも5 0hr保持きれその後､
-9-



1 5 O C迄iJTfI :うを通し乍らか:;-)した.-,

仏傾　度

窒化層をマイクロL'-'エソカスにより測'jiiTした｡ SU S24の窒化層は深

く且つ最高硬度は大となった｡これは工昌の影響であると考えられるo
0

最高硬度は両鋼擢共HVI 0 O O以上の高値を示す0　4O OJの窒化

に於てはNH 5の分繍不充分と内部-の拡散が少.､ため､表皮層のみ

に集中しているが60()oCv::てはやゝ窒化深度を増し､ S US24に

ては｡･3万調s LTS 2 7fこは()'25i,rvTJ?に至っている｡中間正数属は注意

して測定しなければ琴まれず表皮碗鑑より芯部確度へ急種斜の硬度低下

をなしている｡

(B)疲労強度

占

実験は小野式疲労試験蔵( 30O r pn)を酎目し10-1｡7回7湖

返し荷重に耐える応力をもって渡労極限とした｡各試綿片共高温騨こ

なるに従って拓耐応力;:f示したo　各試験の終点は破断によってFilk二fI

能となるがS U S27 4O OaC処理の試験片にては未処理の試験片と

同様に･qi;曲による事例も生じた｡
～

(Cl磨　耗

西原式繕粍試験機を使用し回転数と重量戒とにより回転磨粍曲線を求

めたo疲労試験と同様tp7-L高温処理による場合に好結果を得た｡

しかし荷'LrTfを同一として実験を行ったため､実際には耐久度の比較と

なった｡

tI))顕微鏡組繊

各式挨片の窒化層trま便覧測定(,TL於て見られたと同様であるが拡散層も

もわずかに散見出来た｡ SUB 2 7にては高温剤にて結界析出結晶粒

の粗大化が見られた｡これは妓労試験の時にも懸念されたが尚腐蝕に

も大なる影尊を及ぼすと考えられる｡

(3)結　言

A　比較的低温窒化による最高掛かまHV1000以上の高値を示すが

窒化層は薄く急激な蓮皮低下を示す｡

B　18c rステソレス粥は18-　8C r一一Niステンレス調に比し

て若干破産､硬化眉が大でゐろo
-1 O-

C　投労限/･>完に於ては杜界析出が防止されれば更に向上が瑚待されるo

D　窒化i,1ころ点景粍仕用言に封子で一字王こ!8-8Cr-Niステン

し,ス門にて好絵美ljJ:昌たo

tj　伊吹村tJ=おける降下煤塵盟の測定について

蹴　要　　　　　　　　　　　　　　　　永　田　義　明

招紬36年7月よk)月1回つつ大坂セ}ソト様式会社伊吹IL一場Lり排出す

る甘下煤塵壷の測定調査を紐続和こ行って1113り､郁口3 8年4月より昭和

3 i)勾二3月までの1年間の調査結果は次の様であっT=r･

結果

結果の詳細は省略するが次の様であったo

測定地点別1年間の平均軒下畳(単位♭月,
I-~ - J~~r ~l----F一･･一r-｢~

･･二二　十1 1'_~　一二I-_∵_

l

ー_一.･.___　"ー_-　- ._.___..-_.___　_　.__･ _　　L　　-

月別1年間の平均降下量

111 llJ
一一･一ト一一一

28.1 …38.8

_⊥¶ J. I_⊥

暮√､ ′ヽ　　　t I

tlI　地点別の最大韓下敷,ill 2･2であり1 2は工場の南東側約1･ 5Kn､

2はし暁の西側約0,5Kmに位置し叉最少降下量は1 O･15でかつ1 0

は工場の北側的1 _FJ･iて1 5は北東側約1･ 5血vt位置する0

12i　月別の最大降下竃は4月であり､最小降下箆はiO･ 11月であった｡

(31全降下量の月別､地点別の平均緯下箆は2 1･9 tであったG

(41以上の結果から降下喋酎呈出也の工業都市に比較し､同程度､もしく

はそれ以上降下して..･言(,.1､セ}ント工場による大気汚染は衛生面のみな

らず植物及び住宅にも撞害が見られ､今後もより以上の効果のある防塵

装置が望まれるo

1 I.5　特殊hl工肝{'Z研究室　　　　　●

切削工具､及び叢造庸金型菜摘増と一般材料の研削技術について研究

指導､伍工謀詣:_f三,冒..,行って　-､る〇

(1)指導･.:,;TT',iUEii l'iriJ)三二7てるもの

-ll-



I I7--･J　　　-A-　‥-　…　--I-･--･PI･_I H

o高鳥珪!.L.･jj･JJ'勲lTilb汚:'r.I:業;≡,3綻.･'-).._JiI

oダイス吊の,I:=L,･処埋掛こついて

o加熱時闇と転入l:,Rc王との.L娼係

o研磨材絶壁と仕上面あらさとの関係

o研磨材粒iifと研削員との.{,ヨ孫

D I.;を1工物村野と研削-量との的係

(2I利　用　件　数　　　　120件

12　覇　　業

o榔i】3 8年度中小企業妓循指導補助金射すにより　至

光学式冶具申ぐり鋸(三井精機工業KK製判3号型)設護

万能投影機　　　　†マイクロテクニカ製l　　　設置

J断三雄等酎蛍_こ裳振興･-罪業に関する補助金},･冊により

平鹿開封髄　　　(東Tr:I蔽動作覇製Gカニ64型】設置

万能工新制盤　(締改野ララ守ス勉作所撃C-4(上塑l　設定

o郎7,･ポール酎i僅'-三L3廟馴絹張霞目j立塑パツケrLy l　設;:,宝.

rB･.)大きさ.t･i･O60×6.370X.36()も･ym

13　県下鋳造工房の実態調査

木掴重は娼守u3 8年1 1月吾債県下の鋳造工場の郵相知るために､港

賀県バルナ声繋鴇離,q含連合会の協力のもとに行ったもので､まづ第-回

として工場の篭要と鋳物砂娼孫を中心に行った､.考の概錆を次に記す｡

滋賀県下の鋳造工場は大半が彦檀地区に集中しノヤLl. TJク減系の鋳造を

主体に行われている｡またそのうちの大事が鋳連なうびに加工の一貫製

造のパ/レアノ-カーであって､鋳造専美都主少ない8その他は県下各地

に散在し何れも鋳造従事者7-3 O人の規模の所が始んどであるム大企

業として現在稼動している(JVi.島津金一蕎工業-i TJ:I,7 ∴でその他瑚南地区

に選出計画のものが2､ 3(-71:5;･こてぎ机､,,

-12-

tlI　工　場　の　分　布

区f嘗根地区毒瑚繭工Ti　-旦一日T_I･:竺轡_;:旦_‥…埜

F工　均　数1　30 [ 14

北 計

(21工　埠･の　切　要

Il)敷地及び縫物
- `~-~~~ I I一一日-■･.･.･.~~~~~-`L- - ～- -ー~｢-~~~--~-　　　:　　　　-~~　　…　~　｢　~-∵-一､∴~一-

;                       ･                      !

長志}-I:3-誓㌢ -I-6-91警十聖警
r -　-- -+一　　　　一---:----一一･一一-十---I-一･一一

日-圭　物E　　4　･　　3　　…　l()

( 100号1坪以上1　(5001叫辻上l

tt)1建物の分項

車I_- -'''三㌦i I_こ-.-tl:;:':i~_二~二手三
【 1(川坪以上l t5日梓以上l

義一1義手&･･F?-p･些4

卜　∴--‡

聖些十'3-31竺手持竺
9　　1　　6　　　　　　　rJ

加工･組立検杢t　　　3　　1　　5　　J　　6　　1　5

亘遍Ⅰ=享コエコ二工三二t
(3り0坪以上I ( 10(1坪以上1日目口坪以下)

(/l　従　業　員

;E籍員 �����kﾈ決�32�i50名以上4 憧sT�ﾉ�9J��｢�

事一 日Jf藩亀 �##�決�3B�10以上2 �H.rﾘｬﾅﾒ�

r l鋳造 鳴�ﾓ2纔決�32�lO以上12 ��ｘ決屬�

加工 �3�決�32�10以上4 氾��決屬�
l 規正捷査 ���決�3J2�5人以上3- 添�ﾈ決屬�

l Li_'J)他l ���決�3��5人以上6 添�ﾈ決屬�

131生壁額および製品

tJ)絵　生　産　増

ド__ト_

完成品事　　5　　i　　2
_-___-__ HI _　-　___H.. ㌔__･._.. __I.__.･.･.･.･.･.･.__･.･.･.　｣　--　_

=軒

ヨ

〟

0人　7i　〝

;.{31h I?/-==二ナチi- rfl '-I:辛:
′■

1.13　蓑:!　　1

1-｣暮.~⊥

一1　1　1▲一



臼l　呈責CtJ完成.■:二･郵ここ1.,月ii

完産品の;Zw)コ譲去i完瓦島･空揖千･5万の製作工震周も=,-]LOlみの勧告景･lT
_㌔ __　_____　　_　　.____｣.__　___I_____"_　- ､1-L　-一一一一一一一-日､1-------1 ･ --　一一一　一一･一一一1-I

11　∃　　　　　2

..11　l

口rJ

笥仙分㌣
＼､ノLtlT>M

I.I.二-:i..:Ti.2.ii
ノ

去-Jq:普…

､_　トトtT;

i]11　1:,･TlIJ4. :帆

バ　ーL/プ頭

1 0
- -～ r -

:≡.U I)

竜　残

U

ウ

(-J　総生産にノ､こルプ歳{J7占めろ率

仁J-;I;)三十芋打て略

水…山

I.一-.｣....I.-･1　-･

.苺:　｣

上山以i

lノtJレプラIJu･q　喜　12　1　　4
""_I__-_～一一一一一十一一-一-I-ll-I-----1 --　-- ----- I----- -

出　製｡7]ノ(,)レプの用途別比率

バルブ種別

l

l t

80寝以上L3(JL,Ill,iJILL i 30電以下

ぼ旦旦ト÷十三土三刺
7---日-- --.--一計一一---{1 -3- ～-一十一二

二_:: ∴　__　　_;　一三岳Eそ　の　射　　.　2

ド)製品に占める.171疫の寧

墜械部品i3時赴3

L
家産稲L'-:iその槻! 5 0 I;謀:I,以上2

(4)鋳　　造

tl')鋳　　鉄( 17社)

自社録遺

i l o　14

∴川:Lt｡:-1　° I_㌔
l

! 50就『3 i o　14

-LIL/i"l十5J-･=:,1
1

外註県内

外註県外

(ロ1自社鋳造竜愛L'･=よる区分
I              I

l鋳造重患i3Ou7,以上巨3(

7.5O O晦

'.I. IJ t i

5 0Hj/jjLj-f-1 2日YIJ'詩Vj】= 1

0　巨巨数　肇o

盲T~6-4q2A-二言高

二[二iIlii二!-毎
1　… '219.5 19.6

5 0勅ZL下巨噂如上6い｡御上4日o御F6
二二二二~冊~H十二二-'~--十二二一~-十二-二~叩-~1

1

__　_　_　-.__　J..一･._,-.._

一一14-I-

1 1 458.5　4
∴_ L I:竺'!工.I

;11i9噌1

(･･1鋳　　鋼

l⇒　銅　合　金
-　ー　-　---　---一　一　　　◆-一一一　一---I　-､1- ､ ~　　-

l

l

10i弧下3 i　　51

-L_∵∴:二
36.2

(5)鋳　物　砂

ll)使　用　砂

山　抄　東山2号.黄2号､新山2妄さ､奥田2号､野間砂

寵合抄､内房1･ 2号

珪　砂　内海珪砂､土岐津･掛=H･摘､渥美砂､乾燥砂

(ロ)粘　結　討

粘土､ペソナイト

日　月　購　入　鷺
.____.__-_　_　_　　　　　　_._-　　~　　　　　　　　　　　　　　　　　i ~　-　　　　　　　-

藻然砂.配合抄l　珪

IhrtT　1-　-　--･

砂　l　　　計

119_6　　　!　28L^･･3

ll　1 ㌢刷上　l t月Jl

l　　7　　　　　　9

16)鋳物砂の管理

lイ)砂　の　補　給

20LTu:,1上　7`　肌砂vcよるもの　2

佃　管　理　限　界

竺一里1竺撃覧

墨言十竺-5=-Oj
J

O,7-0.8

=里,三.'1:-　l:-'~二:_A:)

3　蔓生　型io24-042

通気産 軍｣_聖禦
! 13-18

loo-2UO i　7.ト8.5
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171乾　媒　塑

川　や:面乾触手tli

塵用工場数】: 8　　塵開沙:別に串己合7

巾)東面乾燥刊

座間工士:,3･敢三9 I;i　使用砂':畦稗砂6､別,屯倉3

(87　中　子　に　つ　い　て

川　全gi3-乾燥中子

埠胤L場致ニ15　使用砂三J';llJE配合14　月三職抄と同じ･2

(ロ)半面乾堀中T一

雄LTT｢Lナγ‖三日8　　凍純幹:列に胤合5　　生TJ.妙3

(/1　令向/土ミ里･J)巾･(･

使lfr工場乍,I(.'. 5　　沌欄ti:,i, :別に混合3　/-冒.3'抄と同1ニ2

(上1　絶域設端

乾虹守了所111;工場'f!(三　日

･糊　持上7-LI油､コーー77絹*A･々で.F)スが昔<-しプロパンを担弓していろ所

も:i:1ろ.J

t9)頬里について

･･.i･ミit:1き　材: f上州Ll･.:1)亮がほノ三･j細工.古く.: 1 5 Iキー-,i!･.sf.I:J i )i,/'〕

漕.E!3･51jもあ/TD l.

(1qガスヤ1.法について

碓用工場敢L: 13　勤壷屯数日OiV月払ヒ7 1fliTシ/那.Fi

漕弼すろ薄物､　王　事3　　中　子11

人tij.LTj･1';I.,一合　　Jt･･号..j中子ともガス勲を鳥細しているT_場もある

甲子で;.て､大物､中称.=利用されていろ｡

紙用先砂こ=i.:i戸托砂､円海韓抄､楼蘭､川紗(当地産)

111シェルモールド法

薩用工揖三1　生産;5O屯パJltul･3-6槻温1

シェルマン; 5日0)く60()

混　　　合…横事珪抄､レンジ3-5u7D

tt/エ･'L'ナ-/ドアS (敦巌】

-16-

14　欣　艮　研　修

El進月歩する業界の指導のためには,本所技術蛾良に拓慶の技術､学誠

を,,酢をせしめ､指導能力を席めておく必要があるので本年F],至は1名を名古

古屋工場技術試練場に派遺し研修せしめた｡

研　　修　　者　　技師､上　　田　　或　　男

研　修　碩　日　　銭錬#.L･f)分析射手:i

研　修　期　間　　39･1　-　39･3

名
目当

職5日H

最　長　良　師

溝　係務　導

所　庶　指　托

社　　主　　工　鴫　用 掃　　　碑

〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　師　〃　事　〃

手　詑　邑

蕗

立　　花　　結一　郎

宮　　邦　　忠　　治

坊　　農　　佐太　郎　-

41-　　軽　　纏　　輔

簡　;[･　寿-*　　弘　-

森　　　　　　　　勇

河　　埼　　　　　動

永　　田′　義　　明

上　　田p　成　　男

辻　　　　　久　　男(39Al折任)

斎　T-EB　雄　か′

福　r　本　　四　　郎.

中I　山　　勝　　之J

千:　田　　嬉　　頑(39･4･1･転出)

馬　　塊　　鋲　　二(39･4･1廃人)

樋　　口　　英　　司　ノ
′

国　　門　　与　　作

塚　　田　　健　太郎
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